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◇特集/技術解説・■■■■■■◇

　HDD工法委員会では，本年度も引き続きHDD工法

の普及拡大に向けてさまざまな活動を行ってきた。そ

の中で主なものを二つ紹介する。この二項目はいずれ

も委員会メンバーからなるワーキンググループを立ち

上げ，検討を実施してきたものである。

１.　技術資料/積算資料の見直し

　2005年9月に初めてHDD工法の技術資料/積算資

料を発行してから，数多くの方々からたくさんのご意

見，ご指摘をいただいた。

　HDD工法は適用対象がガス，上水，下水，電力，

通信，農業用水というように，多岐に亘っている。そ

のためある分野からの指摘事項が，他の全分野に適合

するかといえば，必ずしもそうではないといった状況

がいくつか見られた。一方で全分野に適合すると思わ

れる指摘もいくつかあった。

　今回の改訂にあたっては，後者を織り込むことはも

ちろんであるが，前者についても，他分野にとって有

効であると考えられる意見，指摘事項は極力織り込む

ように心がけた。また，初版では厳密さを追求するあ

まり，積算の実務が煩雑になってしまったことを考慮

し，より簡単でわかりやすい積算方法とすることに留

意した。

　主な改訂点は以下の通りである。

①標準的な日進量の概念を導入し，積算の実務をより

簡単に実施できるようにした。

②土質区分や機械の大きさによる適用範囲などを見直

し，より実情に近い施工可否判定や積算が行えるよ

うにした。

③人員構成の見直し，標準的な使用車両のスペックの

見直し等を行った。

　今後は，さまざまな施工条件下でのシミュレーショ

ンを行って，より精度の高い技術・積算資料となるよ

う検討を重ねていく予定である。

２.　施工事例集の作成

　HDD工法については，どのような工法であるのか，

どんな施工ができるのかといった基本的なことが意外

と知られていないというのが，2年余り本工法の普及

促進活動を行ってきての正直な感想である。

　これまでも施工実績表という形では，各工法協会で

取りまとめたものがあったが，掲載件数が多い分，逆

に1件ごとの情報は限られており，HDD工法の良さ

や意外な適用範囲などを知ってもらうためには必ずし

も十分とは言い難かった。

　そこで，掲載件数は少ないながら，許される範囲で

施工写真や図面を掲載することにより，HDD工法に

よる施工を具体的にイメージしてもらえる資料が必要

と考え，施工事例集の編纂に着手した。

　掲載件数は40件あまりであるが，できるだけ多く

の適用分野，管種を網羅し，なおかつ施工条件が厳し

い，いわば特殊施工例もあわせて掲載することによ

り，本工法の利点を具体的に示すことができる資料と

することを目標とした。（下図参照）

　施工事例集は掲載物件の選定をほぼ終了し，目下，

原稿の作成を行っている。本年度末までに原稿の作成

を終え，5月の連休明け頃を目処に発行に漕ぎ着けた

いと考えている。

　当委員会では引き続き施工実績の推移を注目しつ

つ，HDD工法の普及拡大への戦略を検討していく予

定である。
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